
選手名簿・出場校紹介 

静岡県 島田市立島田第一中学校 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 氏  名 校長・教員  学校長 杉本 容康 

監督名 安藤 秀樹 〇  学校所在地 静岡県島田市稲荷3丁目8番1号 

コーチ(外) 太田 元晴   電話 ０５４７－３７－２５１３ 

コーチ(教) 金田 健太 〇    

背番号 選手氏名 ふりがな 位置 学年 投 打 

1 榊原 遼太郎 さかきばら りょうたろう 投手 3 右 左 

2 太田 和真 おおた かずま 内野手 3 右 右 

3 鈴木 毅英 すずき たけひで 一塁手 3 右 右 

4 数原 椋太 すはら りょうた 二塁手 3 右 左 

5 原 也真人 はら やまと 三塁手 3 右 右 

6 大石 祐也 おおいし ゆうや 遊撃手 3 右 右 

7 平賀 大地 ひらが だいち 左翼手 3 右 右 

8 市川 俊介 いちかわ しゅんすけ 中堅手 3 右 右 

9 杉山 貫太 すぎやま かんた 右翼手 3 右 左 

⑩ 太田 光優 おおた こうや 捕手 3 右 左 

11 丸山 悠斗 まるやま しゅうと 外野手 3 右 右 

12 太田 堅心 おおた けんしん 内野手 2 右 左 

13 杉山 侑 すぎやま ゆう 内野手 2 右 右 

14       

15       

16       

17       

18       



回 88 勝 12 敗 8 分

　メンバー１３人で突出した選手はいないが、野球に対する個々の意識は高い。基本を忠実に確実に捕ること、安定
した体勢で投げることを徹底している。また、バントや低い打球を打つこと、状況に応じたフルスイングなどのバッ
ティングができつつある。このチームを最後に、島田第一中学校としての野球部は休部となり、今後、隣の島田第二
中学校と合同チームを組むことになっている。学校創立以来初の全校大会出場を果たし、新たな歴史を刻むと共に、
有終の美を飾りたい。

９ 主将の抱負

　春の県選抜大会では吉田中に０－１と再三のチャンスを生かせず、吉田中の粘りに屈してしまった。大会後、県制
覇を目標に練習に取り組んできた。県大会決勝では東海大翔洋中に破れ準優勝。東海大会でも県大会同様、東海大翔
洋中に勝ちきることができなかった。ただ、東海大会では初回失点したものの、中盤に追いつき互角の勝負ができる
ようになった。県大会・東海大会とチームが試合ごとに成長して、チーム力が向上している。全国大会では宿敵を破
り全国制覇を目指す。

８ 学校紹介（開会式のアナウンスの参考にさせていただきます）

決　勝 0－3 東海大翔洋中

7－3 常葉橘中

決　勝 6－9 東海大翔洋中

準決勝

岐阜県長森南中

決　勝 2－4 吉田中 準々決勝 4－2 浜北北部中

初倉中 ２回戦 7－0 磐田南部中 準決勝 5－4

3－0 天竜中 準々決勝 9－0 愛知県治郎丸中

決　勝 1-0 島田二中 準決勝 6－2

回戦 スコア 対戦校

準決勝 7-2 金谷中 準々決勝 7－0 西益津中 １回戦

ブロック大会
回戦 スコア 対戦校 回戦 スコア 対戦校 回戦 スコア 対戦校

　メンバー１３人で突出した選手はいないが、野球に対する個々の意識は高い。守備では、打球に対して目を切らず
に取ることや安定した体勢で送球することを意識している。攻撃では、バントやゴロ打ち、フルスイングなど状況に
応じたバッティングができつつある。このチームを最後に、島田第一中学校としての野球部は休部となり、この夏か
らは隣の島田第二中学校と合同チームを組むことになっている。学校創立以来初の全校大会出場を果たし、有終の美
を飾りたい。

５ 全国中学校軟式野球大会出場回数 0 ６ チーム成績(練習試合を含む)

７ 本大会までの軌跡（大会ごとに対戦相手とスコアを記入してください）

市内 大会 志太榛原 地区大会 都道府県大会

　主戦の榊原はコントロールと投球のテンポが良く、要所要所で打者を打ち取り安定した試合運びをすることができ
る。大石は力のあるストレートと変化球のキレで勝負することができる。また、原は打者の打気をそらすテンポと配
球で淡々と投球することができる。３投手ともに丁寧な投球を心掛け試合づくりをすることができる。

２ 守備について

　捕手の太田光は巧みなインサイドワークで３投手をリードすることができる。県・東海大会を通して送球に安定度
が増し、盗塁阻止率も上がりチームの柱となっている。内野は遊撃手大石、三塁手原を中心に堅実な守備をすること
ができる。外野手の平賀、市川、杉山貫も守備範囲が広く安定してきている。

３ 攻撃について

　１番数原はスムーズなバットスイングで長打が期待できる。また２番鈴木は小技も効き出塁率が高い。１、２番が
出塁してクリンナップで得点するパターンや下位打線がチャンスを作りを、上位打線に回す形も期待できる。状況に
応じたバッティングを個々が考えて実践できるようになってきている。

４ チームの特徴

第２位 学校名 静岡県 島田市立島田第一中学校

チームの戦力分析

１ 投手について

平成３０年度　全国中学校体育大会

第４０回　全国中学校軟式野球大会　出場校紹介

東　海 ブロック ふりがな しまだしりつしまだだいいちちゅうがっこう


